

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































黄神使者 ・黄神北斗 ・北斗 ○
黄神越章(発 信者ではない)●
七
九
図二 後漢時代鎮墓瓶の発信者の分布
天帝使者・天帝 黶
黄帝使者・黄帝 □
D410km
一
後
漢
時
代
の
鎮
墓
瓶
に
お
け
る
発
信
者
に
つ
い
て
(江
優
子
)
(29
)
出
土
の
建
寧
元
年
(
一
六
八
)
及
び
陝
西
省
韓
城
市
出
土
(無
紀
年
。
献
帝
期
?
)
の
鎮
墓
瓶
に
見
ら
れ
る
。
一
方
、
陝
西
省
咸
陽
市
出
土
の
永
平
三
年
(六
〇
)
鎮
墓
瓶
に
お
い
て
は
「黄
神
使
者
」
を
発
信
者
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
山
西
省
で
同
蒲
路
開
工
時
に
出
土
し
た
熹
平
二
年
(
一
七
三
)
の
銘
文
で
は
発
信
者
は
「天
帝
使
者
」
で
あ
る
が
文
中
に
「黄
神
」
の
文
言
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
陝
西
省
宝
鷄
市
で
出
土
し
た
四
点
の
鎮
墓
瓶
の
う
ち
、
剥
落
が
激
し
く
発
信
者
が
読
み
取
れ
な
い
一
点
を
除
い
た
三
点
の
鎮
墓
瓶
に
お
い
て
、
全
て
が
「黄
神
北
斗
」
を
発
信
者
と
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
「黄
神
北
斗
」
を
発
信
者
と
す
る
鎮
墓
瓶
は
、
全
て
が
陝
西
省
宝
鷄
市
で
出
土
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
全
三
点
の
う
ち
、
一
点
は
光
和
年
間
(
一
七
八
～
一
八
三
)
の
紀
年
が
記
さ
れ
、
他
の
二
点
は
後
漢
後
期
と
推
定
さ
れ
る
墓
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
作
製
さ
れ
た
と
言
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
黄
神
と
北
斗
が
連
な
っ
た
「黄
神
北
斗
」
と
い
う
文
言
は
、
現
在
の
陝
西
省
宝
鷄
市
周
辺
に
お
け
る
後
漢
後
期
の
鎮
墓
瓶
の
特
徴
的
要
素
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
「游
光
地
柱
南
組
北
斗
三
櫓
七
星
」
及
び
「
北
斗
君
」
を
発
信
者
と
す
る
鎮
墓
瓶
(無
紀
年
)
は
陝
西
省
長
安
県
か
ら
の
み
出
土
し
て
い
る
。
「黄
神
越
章
」
を
発
信
者
と
す
る
鎮
墓
瓶
は
、
伝
陝
西
省
西
安
出
土
光
和
二
年
(
一
七
九
)
瓶
に
「
天
帝
神
師
黄
神
章
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
陝
西
省
華
陰
県
出
土
瓶
、
河
南
省
陝
県
出
土
瓶
は
「
黄
神
越
章
」
の
前
後
の
文
章
の
剥
落
が
ひ
ど
く
、
発
信
者
で
あ
る
か
否
か
判
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
陝
西
省
戸
県
出
土
陽
嘉
二
年
(
=
二
三
)
瓶
は
発
信
者
は
「天
帝
使
者
」
で
あ
る
が
文
末
に
「封
黄
神
越
章
之
印
」
と
あ
る
。
八
〇
以
上
の
作
業
を
通
し
て
、
次
に
示
す
二
つ
の
新
た
な
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
つ
は
「
天
帝
使
者
」
「天
帝
」
の
文
言
が
発
信
者
と
し
て
全
地
域
に
渉
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
「天
帝
使
者
」
「天
帝
」
以
外
の
発
信
者
の
文
言
に
は
確
実
に
地
域
性
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
地
域
性
は
、
大
き
く
分
け
れ
ば
「黄
帝
」
の
文
言
を
用
い
る
洛
陽
を
中
心
と
し
た
東
側
の
地
域
と
、
「黄
神
」
及
び
「北
斗
」
を
用
い
る
西
側
の
地
域
と
に
分
か
れ
る
傾
向
が
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
後
漢
時
代
の
鎮
墓
瓶
が
出
土
す
る
地
点
を
後
漢
の
行
政
区
画
に
照
ら
す
と
、
全
て
司
隷
校
尉
部
内
に
お
さ
ま
る
。
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
文
言
の
分
布
と
逐
一
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
「
黄
神
北
斗
」
が
発
信
者
で
あ
る
鎮
墓
瓶
が
出
土
し
た
宝
鷄
市
五
里
廟
一
号
漢
墓
及
び
宝
鷄
市
福
臨
堡
車
駅
西
部
に
位
置
す
る
鐘
車
廠
漢
墓
一
号
墓
は
等
し
く
右
扶
風
の
西
部
に
位
置
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
「黄
神
使
者
」
が
発
信
者
の
鎮
墓
瓶
が
出
土
し
た
陝
西
省
咸
陽
市
文
林
路
咸
陽
教
育
学
院
二
号
墓
は
京
兆
尹
の
西
部
、
ほ
ぼ
右
扶
風
と
の
境
に
位
置
し
て
い
た
。
一
方
、
「黄
帝
」
が
発
信
者
で
あ
る
鎮
墓
瓶
が
出
土
し
た
河
南
省
洛
陽
市
郊
区
李
屯
郷
一
号
墓
、
河
南
省
洛
陽
焼
溝
漢
墓
一
〇
三
七
号
墓
及
び
密
県
後
士
郭
一
号
墓
、
ま
た
文
中
に
「黄
帝
」
の
文
言
が
あ
っ
た
鎮
墓
瓶
が
出
土
し
た
河
南
省
洛
陽
史
家
湾
後
漢
墓
の
一
連
の
墳
墓
は
等
し
く
河
南
尹
に
属
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
た
だ
「黄
帝
使
者
」
が
発
信
者
で
あ
る
鎮
墓
瓶
が
出
土
し
た
陝
西
省
韓
城
市
姚
庄
坡
下
晨
鐘
村
の
漢
墓
は
、
左
馮
翊
東
部
に
位
置
し
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
後
漢
時
代
の
鎮
墓
瓶
に
お
け
る
発
信
者
の
文
言
に
見
え
る
地
域
性
は
当
時
の
行
政
区
画
に
依
る
部
分
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
。
発
信
者
の
文
言
が
地
域
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
、
一
定
の
共
通
し
た
地
下
冥
界
に
対
す
る
概
念
を
有
し
た
人
々
が
、
一
定
の
形
式
に
よ
る
鎮
墓
瓶
を
作
成
し
墓
内
に
副
葬
す
る
と
い
う
風
習
を
共
有
し
つ
つ
も
、
部
分
的
に
は
地
域
的
な
概
念
や
流
行
な
ど
を
取
り
入
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
、
鎮
墓
瓶
に
お
け
る
発
信
者
に
つ
い
て
個
々
に
述
べ
て
き
た
が
、
私
見
を
ま
と
め
る
と
、
鎮
墓
瓶
に
お
け
る
「黄
帝
」
は
、
い
わ
ゆ
る
黄
帝
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
「天
帝
」
の
「天
」
に
対
峙
し
て
「地
」
を
象
徴
す
る
権
威
で
あ
り
、
一
方
の
「黄
神
」
は
土
地
に
関
わ
る
重
要
な
神
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
だ
ま
だ
資
料
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
「黄
帝
」
と
「黄
神
」
と
の
関
わ
り
は
筆
者
は
現
在
判
断
し
か
ね
る
が
、
「黄
神
北
斗
」
「黄
神
使
者
」
は
西
側
地
域
の
特
徴
的
要
素
で
あ
り
、
「黄
神
越
章
」
は
ど
ち
ら
の
地
域
で
も
用
い
ら
れ
、
「黄
帝
」
は
東
側
地
域
の
特
徴
的
要
素
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
あ
る
い
は
別
個
の
概
念
か
ら
生
ま
れ
た
神
格
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
発
信
者
と
し
て
「天
帝
使
者
黄
神
越
章
」
と
あ
る
鎮
墓
瓶
に
関
し
て
は
、
さ
ら
に
研
究
を
進
め
た
う
え
で
私
見
を
述
べ
た
い
。
民
間
信
仰
と
い
う
も
の
は
様
々
な
要
素
が
複
雑
に
絡
み
合
い
、
ま
た
歳
月
や
地
域
性
を
経
て
様
々
に
変
化
し
て
い
く
の
が
常
で
あ
る
。
「黄
神
」
「黄
帝
」
も
ま
た
そ
う
し
た
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
〔注
〕
(1
)
江
優
子
「漢
墓
出
土
の
鎮
墓
瓶
に
つ
い
て
i
銘
文
と
墓
内
配
置
に
見
え
る
死
生
観
」
『鷹
陵
史
学
』
第
二
九
号
二
〇
〇
三
年
。
(2
)
呉
栄
曽
「鎮
墓
文
中
所
見
的
東
漢
道
巫
関
係
」
『文
物
』
一
九
入
一
年
第
三
期
。
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
第
三
二
号
(二
〇
〇
四
年
三
月
)
(
3
)
(現
代
語
訳
)
乙
巳
の
日
に
死
ん
だ
者
の
霊
魂
、
名
は
天
光
。
天
帝
神
師
は
す
で
に
汝
の
名
を
知
っ
て
お
り
、
す
ば
や
く
三
千
里
へ
と
遠
ざ
け
る
。
汝
は
た
だ
ち
に
南
山
へ
と
去
ら
な
け
れ
ば
、
給
口
来
て
食
せ
し
め
る
。
汝
、
急
ぎ
律
令
の
ご
と
く
施
行
せ
よ
。
木
片
に
は
北
斗
七
星
の
図
や
呪
符
等
も
記
さ
れ
て
い
た
。
報
告
に
よ
れ
ば
こ
の
遺
跡
は
後
漢
末
期
に
属
す
と
い
う
。
楊
錫
璋
「
江
蘇
省
高
郵
邵
家
溝
漢
代
遺
址
的
清
理
」
『考
古
』
一
九
六
〇
年
第
十
期
。
(4
)
劉
氏
は
『太
平
経
』
の
記
載
と
鎮
墓
文
と
を
比
較
し
て
、
様
々
な
文
言
に
つ
い
て
解
釈
を
行
な
っ
て
い
る
。
劉
昭
瑞
「
《
太
平
経
》
与
考
古
発
現
的
東
漢
鎮
墓
文
」
『
世
界
宗
教
研
究
』
一
九
九
二
年
第
四
期
。
(5
)
小
南
一
郎
「漢
代
の
祖
霊
観
念
」
『東
方
学
報
』
第
六
六
冊
、
一
九
九
四
年
。
(
6
)
閻
宏
斌
「
宝
鷄
県
出
土
"
天
帝
使
者
"
銅
印
」
『文
博
』
一
九
九
一
年
第
三
期
。
(
7
)
「天
帝
神
師
」
銅
印
・
北
京
故
宮
博
物
館
蔵
(
『秦
漢
南
北
朝
官
印
徴
存
』
第
三
巻
)
、
「
天
帝
之
印
」
(封
泥
・
『封
泥
考
略
』
巻
七
)
(
8
)
「
天
帝
殺
鬼
」
(封
泥
・
山
東
寿
光
県
出
土
、
呉
式
芬
等
『封
泥
考
略
』
巻
七
)
、
「
天
帝
殺
鬼
之
印
」
(銅
印
・
天
津
芸
術
博
物
館
蔵
と
浙
江
省
博
物
館
蔵
の
二
点
、
羅
福
頤
『秦
漢
南
北
朝
官
印
徴
存
』
第
五
巻
)
(
9
)
山
田
勝
芳
「
境
界
の
官
吏
-
中
国
古
代
に
お
け
る
冥
界
へ
の
仲
介
者
1
」
『
歴
史
』
第
八
十
三
輯
東
北
史
学
会
一
九
九
四
年
。
(10
)
林
巳
奈
夫
『漢
代
の
神
々
』
臨
川
書
店
一
九
八
九
年
「
漢
代
鬼
神
の
世
界
」
一
三
〇
頁
。
(1
)
王
海
航
「石
家
荘
市
東
崗
頭
村
発
現
漢
墓
」
『考
古
』
一
九
六
五
年
=
一期
。
(12
)
劉
体
智
『小
校
経
閣
金
文
拓
本
』
。
(13
)
現
代
語
訳
は
前
掲
注
(1
)
の
論
文
を
参
照
の
こ
と
。
(14
)
小
南
氏
一
九
九
四
年
前
掲
論
文
。
(
15
)
(現
代
語
訳
)
黄
帝
の
使
者
が
謹
ん
で
閭
口
口
之
家
の
た
め
に
殃
を
移
し
、
去
る
よ
う
に
要
請
す
る
。
(略
)
百
鬼
は
す
ぐ
さ
ま
去
り
、
天
帝
の
神
薬
で
圧
鎮
す
る
。
急
ぎ
律
令
の
ご
と
く
施
行
せ
よ
。
八
一
後
漢
時
代
の
鎮
墓
瓶
に
お
け
る
発
信
者
に
つ
い
て
(江
優
子
)
と
あ
り
、
「黄
帝
使
者
」
が
災
い
を
除
き
、
天
帝
の
神
薬
で
邪
鬼
を
制
圧
す
る
と
い
う
。
(
16
)
王
光
永
「宝
鷄
市
漢
墓
発
現
光
和
与
永
元
年
間
朱
書
陶
器
」
『文
物
』
一
九
八
一
年
第
三
期
。
(17
)
大
淵
忍
爾
『初
期
の
道
教
』
創
文
社
一
九
九
一
年
、
九
五
～
九
七
頁
。
(18
)
樵
振
西
「曹
氏
朱
書
罐
考
釈
」
『
考
古
与
文
物
』
一
九
八
二
年
第
二
期
。
(
19
)
黄
神
越
章
の
印
は
、
陽
嘉
二
年
(
=
二
三
)
鎮
墓
瓶
に
「何
以
為
信
。
神
薬
厭
填
、
封
黄
神
越
章
之
印
。
」
な
ど
と
あ
り
、
人
間
に
害
を
も
た
ら
す
神
や
獣
か
ら
身
を
守
る
も
の
と
し
て
広
く
認
識
さ
れ
て
い
た
印
章
で
あ
る
こ
と
が
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
方
詩
銘
氏
は
、
「
黄
巾
起
義
先
駆
与
巫
及
原
始
道
教
的
関
係
-
兼
論
"黄
巾
"
与
"黄
神
越
章
"
」
(
『歴
史
研
究
』
一
九
九
三
年
第
三
期
)
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る
黄
神
越
章
は
天
帝
の
使
者
で
あ
り
、
天
帝
に
次
ぐ
権
力
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
原
始
道
教
の
神
で
あ
る
と
述
べ
た
℃
氏
は
さ
ら
に
黄
巾
軍
の
名
称
の
も
と
と
な
っ
た
「
中
黄
太
乙
」
が
す
な
わ
ち
「黄
神
」
で
あ
り
「
黄
神
越
章
」
で
あ
る
と
も
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
劉
昭
瑞
氏
は
「論
、
黄
神
越
章
"
」
(
『
歴
史
研
究
』
一
九
九
六
年
第
一
期
)
に
お
い
て
、
黄
神
越
章
と
は
早
期
道
教
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
言
葉
で
、
黄
神
つ
ま
り
黄
帝
の
行
な
う
方
術
の
こ
と
で
あ
る
と
反
論
し
た
。
「
越
章
」
の
「
越
」
は
『後
漢
書
』
方
術
列
伝
に
見
え
る
禁
呪
巫
術
「
越
方
」
の
「越
」
で
あ
り
「章
」
は
符
呪
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
氏
は
論
じ
る
。
ま
た
『後
漢
書
』
巻
八
霊
帝
紀
に
、
中
平
元
年
張
角
が
「黄
天
」
と
自
称
し
た
と
あ
る
が
こ
の
黄
天
は
黄
帝
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
氏
は
、
文
献
中
に
類
似
し
た
宗
教
造
反
者
が
「黄
帝
」
と
自
称
す
る
例
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
非
常
下
で
「
黄
帝
」
を
名
乗
る
こ
と
に
は
、
大
衆
に
対
し
て
自
分
が
大
業
を
図
り
そ
の
他
の
神
霊
を
抑
え
信
徒
の
忠
誠
と
さ
ら
な
る
多
く
の
人
々
の
信
仰
を
得
ん
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。
黄
神
越
章
の
方
術
は
、
黄
巾
の
乱
と
と
も
に
流
行
し
、
そ
の
衰
亡
と
と
も
に
消
え
、
結
果
黄
神
は
た
だ
の
土
の
神
に
な
っ
た
と
述
べ
る
。
本
稿
に
お
い
て
筆
者
は
こ
の
方
氏
と
劉
氏
の
説
に
深
く
立
ち
入
ら
な
い
が
、
「黄
神
越
章
天
帝
神
之
印
」
と
い
八
二
う
複
合
型
の
印
章
が
数
点
存
在
す
る
こ
と
や
、
ま
た
鎮
墓
瓶
の
発
信
者
と
し
て
「
天
帝
使
者
黄
神
越
章
」
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
意
味
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
「黄
神
越
章
」
に
関
し
て
は
ま
だ
検
討
の
余
地
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
(
20
)
『吐
魯
番
出
土
文
書
』
第
二
冊
文
物
出
版
社
一
九
八
一
　
}-
111111頁
。
(
21
)
劉
氏
一
九
九
六
年
前
掲
論
文
。
(
2
)
「冥
界
の
道
教
的
神
格
-
「急
急
如
律
令
」
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
『東
洋
史
研
究
』
第
六
十
二
巻
第
一
号
二
〇
〇
三
年
。
(23
)
蔡
運
章
「東
漢
永
寿
二
年
鎮
墓
瓶
陶
文
考
略
」
『考
古
』
一
九
八
九
年
第
七
期
。
(
24
)
(
現
代
語
訳
)
永
寿
二
年
五
月
口
口
口
口
口
直
ち
に
天
帝
の
使
者
が
旦
口
口
口
之
家
(
の
た
め
に
)
、
寒
署
を
鎮
め
、
口
口
口
口
大
黄
印
章
を
ま
わ
し
文
し
、
四
時
五
行
を
お
び
や
か
し
(略
)
黄
帝
が
判
決
を
下
し
、
急
口
舟
口
口
神
玄
武
な
ど
の
主
な
る
者
、
慈
石
池
口
建
口
(
25
)
蔡
氏
一
九
八
九
年
前
掲
論
文
。
こ
こ
で
は
「黄
帝
」
-
で
あ
る
も
の
の
、
林
氏
の
「武
装
す
る
天
帝
の
使
者
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
近
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
(
26
)
小
南
一
郎
氏
前
掲
論
文
。
(
27
)
「
黄
」
と
「
皇
」
を
音
通
と
す
る
。
(
28
)
趙
世
鋼
、
欧
正
文
「密
県
後
土
郭
漢
画
像
石
墓
発
掘
報
告
」
『華
夏
考
古
』
一
九
八
七
年
第
二
期
。
(
29
)
賈
麦
明
「
韓
城
市
漢
墓
出
土
閭
氏
朱
書
陶
瓶
考
釈
」
『東
南
文
化
』
一
九
九
三
年
第
三
期
に
よ
れ
ば
、
他
の
出
土
品
や
鎮
墓
瓶
の
風
格
か
ら
献
帝
期
(
一
八
九
-
1
11
10
)
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
(こ
う
ゆ
う
こ
文
学
研
究
科
東
洋
史
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
)
(指
導
"
杉
本
憲
司
教
授
)
二
〇
〇
三
年
十
月
十
五
日
受
理
